
月号3 No.238

SIC に入居されている企業様をご紹介します。その212

令 和６年（２０２４年 ）３月１日（金） Sagamihara Incubat ion Center  さがみはら産業創造センター   編集・発行

※2 透過電子顕微鏡：薄い試料を透過した電子線を蛍光面に衝突させ、その試料の拡大

像が観察可能な顕微鏡。

【MTE社の事業内容】
　走査電子顕微鏡や透過電子顕微鏡は世界でも数社のメーカーが開
発・製造を行っています。数千万円以上、装置によっては１億円を超える
ような高価な装置ですが、いわゆる“ミクロ組織”の観察・分析では正確
な傾斜をかけることや、試料への高温加熱や歪みを生じさせるため力を
加えるために各種実験装置と組み合わせることが必要となります。MTE
ではその実験装置を自社製品として開発し、品質の向上はもちろん、こ
れまでに培った設計力を活かして低価格化も図っていきます。また、透
過電子顕微鏡分野において海外での販売力を有する株式会社メルビル

（本社：福岡市）との資本提携により、MTEの自社製品は海外に向けても
販路を拡大することを見据えています。

　鈴木さんは小学生までを東京都あきる野市で、中学生からは日野市で
過ごしました。小学生の頃は近くの川に、朝な夕な魚釣りに出かけていま
した。中高ではテニス、大学生の時はアルペンスキーと、いろいろなス
ポーツに親しんでいます。社会人になってから始めたダーツは、プロ資格
を取得し、年数回の大会に出場しています。一方、ものづくりが好きで、中
学生の頃から乗っているマウンテンバイクは部品ごとに購入して自分だ
けのカスタム仕様にしてしまうこだわりもあるなど、「何事にも知らない
うちにはまってしまう」没頭派の鈴木さんです。

【MTE社設立の経緯】
　大学在学中から、父上が経営する株式会社TSLソリューションズでア
ルバイトをしていました。TSLソリューションズはナノレベルの微小領域
の結晶情報を観察する分析装置の販売や技術サポート、また、走査電子
顕微鏡※1（SEM）や透過電子顕微鏡※2（TEM）での観察を補助する実
験装置の開発・設計、製造、販売を行っています。機械工学を学び、設計
や組立が好きだったことから、鈴木さんはそのままTSLソリューションズ
に入社。開発・設計、製造のチーフとして鈴木さんは従事していく中、TSL
ソリューションズは金属材料のミクロ組織の解析から医学・生物学へ、
または高機能プラスチックやファインセラミックなどの新素材分野まで
事業領域を広げるため、実験装置の開発・設計、製造、販売部門を分社
化し、令和５年９月にMTE社を設立、鈴木さんが代表取締役となりまし
た。
※1 走査電子顕微鏡：波長の短い“電子線”が試料に反射することなどを利用して、数ナノ

メートル程度の表面観察・分析が可能な顕微鏡。

SIC-2 Creation Lab. 2405号室
URL： https://www.mte.ltd/
※ホームページ内にお問い合わせフォームがあります。

株式会社ＭＴＥ

株式会社ＭＴＥ
代表取締役　鈴木 健太郎（すずき けんたろう）

【入居者プロフィール】

世界の研究者をサポートする企業として！！

【これからの目標】
　電子顕微鏡用付属実験装置の開発・設計・製造のプロフェッショナル
として理想の研究機器を国内外で普及させていきます。そのためには、
研究現場のニーズを的確に把握し、それらを反映させた製品の実現と、
ユーザーとなる研究者に適切なサポートが不可欠と考えています。今は
これまで携わっていなかった経営実務を一通り経験しています。慣れな
い業務に四苦八苦していますが、これからは経営者の視点を持ってMTE
社の発展に邁進していきます。

試料加熱装置 試料引張装置 試料曲げ装置



 ※お気軽に稲垣・大谷までお問合せくださいSIC空室情報
賃料/月額

（共益費・消費税込）空 室 数部　屋

※1

※12部屋5月から入居可
最新の情報はHPをご確認ください。

SIC-1
Startup Lab.

〇セミラボB（31.5㎡）
〇スモールオフィスA（23.6㎡)
〇スモールオフィスB（13.7㎡）

1
3
2

108,240円
86,570円
70,620円

16日北陸新幹線が福井まで延伸します。取材したMTE社はのばした試料など加工した素材を見る装置を作っています。東日
本大震災時の東北新幹線は、過去の震災経験を活かした耐震工事をしていたため復旧が早かったそうです。ミクロで材料を
研究し続け、安全への挑戦が続くからこそ、地震大国でも生活できると感じます。（佐藤）

編集後記

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話：042-770-9119  FAX：042-770-9077  ホームページ：https://www.sic-sagamihara.jp
　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）  〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21  E-mail：koho@sic-sagamihara.jp

メディアに紹介された企業をご紹介します。
ご紹介する記事はSICに掲示していますので、ご覧ください。

またメディアに掲載された場合、スタッフに教えていただけると幸いです。

2 月の 新 聞 掲 載 記 事 紹 介（ 2 月26日時点 ）

　２月 ９日 高瀬総合法律事務所　かながわ経済新聞
―会社法のキホン～株主総会のポイント～―

　２月 ２６日 コミュナルテクノロジーサービス株式会社 日刊工業新聞
―サービスロボ案内業務実証―

 (令和6年3月1日 現在)

昨年実施した「e スポーツ」のイベントを今年も実施します。

　参加賞はもちろん、スペシャルな景品もご用意しています。
参加は1企業につき3 名までとなりますが、応援・観戦は可能です。
　当日は帰られる前にぜひ会場までお越しください！

前回の様子

3月7日(木)　17時30分～20時3月7日(木)　17時30分～20時【 日 時 】【 日 時 】

【 場 所 】【 場 所 】 SIC-2　会議室ASIC-2　会議室A

SIC eスポーツ祭り

3月27日（水）15時～16時30分
SIC-2　会議室A
一般社団法人首都圏産業活性化協会（TAMA協会）
デジタルビジネスプロデューサー 小川 直樹氏
無料
片山（内線：2028）

【  日 時  】
【  場 所  】
【  講 師  】

【 参 加 費 】
【問い合わせ先】

お申込みはこちら

お申込みはこちら

BtoB 型企業の Web マーケティング実践（基本編）

事業に活かせる経営理論勉強会 開催中

入居企業対象！

SICミニセミナーThe HINT64

　本セミナーでは、BtoB 企業を対象に、営業リソース不
足を補いながら、Web マーケティングによって非対面で
効率よく見込み客を獲得し、それと対面営業を上手に組
み合わせて営業成果を出して行く手法を紹介いたします。

　本セミナーでは、BtoB 企業を対象に、営業リソース不
足を補いながら、Web マーケティングによって非対面で
効率よく見込み客を獲得し、それと対面営業を上手に組
み合わせて営業成果を出して行く手法を紹介いたします。

　２月 19 日の第 1 回を皮切りに、事例企業について、経営理論やフレームワー
クを駆使しながら全員参加型でケースや例題に取り組むワークショップ型の
勉強会を開催しています。
　事例に対して参加者同士で意見を出し合うなど、積極的に学びあう雰囲気
がありました。また新たな交流も始まり、懇親会も盛り上がりました。

　２月 19 日の第 1 回を皮切りに、事例企業について、経営理論やフレームワー
クを駆使しながら全員参加型でケースや例題に取り組むワークショップ型の
勉強会を開催しています。
　事例に対して参加者同士で意見を出し合うなど、積極的に学びあう雰囲気
がありました。また新たな交流も始まり、懇親会も盛り上がりました。

今月も実施予定です。ぜひご参加ください。今月も実施予定です。ぜひご参加ください。

第３回勉強会『スタートアップにおける
“組織トラブルあるある”』

第３回勉強会『スタートアップにおける
“組織トラブルあるある”』

【 日 時 】

【 会 場 】

【 講 師 】

【 参 加 費 】

【問い合わせ先】

【 日 時 】

【 会 場 】

【 講 師 】

【 参 加 費 】

【問い合わせ先】

3月25日（月）16時30分～18時 ※終了後、懇親会実施

SIC-2　会議室A

片山、奥村（インキュベーション・アドバイザー）

無料（懇親会：実費）

片山（内線：2028）
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